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「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。一般社団法人 栃木県建設業協会

▲新婚旅行にて

▲測量はバッチリ！

▲頼もしい先輩たちに囲まれて

　私は大学で土木を専攻し基礎的なことを学び、最初は

測量会社に就職いたしました。当時は道路の設計に携わっ

ており、ちょうど手書き図面から CAD に替わる時期で

CAD を勉強する機会に恵まれました。社会人としての基

礎から土木設計の勉強をし、上司の助言をいただきなが

らなんとか一通りの設計ができるようになると、将来ど

んな道路が出来上がるのかとだんだん楽しくなってきま

した。

　その後、現在の会社に入り、初めて現場に出ることに

なったとき、それまで道路の設計をしていたこともあっ

たので、なんとなく現場もわかるのではないかと思って

いましたが、それは大きな間違いでした。現場の段取り

も全くわからず、なにもわからずおろおろすることばか

りでした。設計図はあくまで施工するための基礎となる

もので、それぞれの現場ごとに安全管理、工程管理、品

質管理など細かく施工管理をすることで安全な道路や橋

梁、河川護岸が出来上がるということを実感いたしまし

た。

　初めての現場は道路工事でした。初日に「安全管理に

ついてなっていない！」と怒られたことを今でも思い出

します。毎日危険と隣り合わせで作業をしているという

ことにも気づいていなかったのです。

　掘削して型枠を組み、コンクリートを打設して擁壁が

出来上がったときはとても感動しました。

　土木の現場は天気にとても左右されます。今までは天

気予報をその日の朝に見るぐらいでしたが、雨が降れば

現場は休みになることはもちろん、大雨や台風のときは

洪水や土砂崩れの危険があるので現場の見回りをするこ

と、風が強いときには仮囲いや看板が倒れていないか心

配になります。土木工事現場は暑かったり寒かったり、

自然のままの環境の中の作業なのでつらいこともありま

す。それでも毎日現場が進み、工事が完成した時の達成

感と感動は計り知れないものがあります。

　最近ではゲリラ豪雨での洪水や、地震などで災害が発

生しています。今後も自然とうまく付き合い、人々の暮

らしを便利に、そして何より安全な生活を守るために、

もっと多くの方に土木工事にご理解・ご協力いただき、

災害にも強いまちづくりができる建設業になっていけば

いいと思います。

株式会社 安中建設　荻村真紀

　男の聖域といわれた土木業界に女性の進出が目立っている。名付けて「ドボジョ」。土木関係の職場
で働く女性を最近はこう呼ぶ。少女マンガの主人公としても登場し、注目度は高まる一方だ。かつては
職場の“花”のような存在だった女性社員が立派な“戦力”として活躍しているのである。㈱安中建設（本
社・鹿沼市、安中正男社長）に勤務する荻村真紀さんもそんな「ドボジョ」の一人である。

頑張れ「ドボジョ！」

職場の“花”から“戦力”へ
那須の水害を想定し、
合同情報伝達訓練を
実施

　訓練は、大規模災害発生時に公共土木施設の復旧について関
係各機関が連携し迅速な対応を図ることを目的として、本年度
は平成10年の「那須水害」を想定し、水防情報伝達訓練、土砂
災害情報伝達訓練、橋梁流出に伴う道路交通確保の訓練の３項
目について訓練が実施されました。訓練の参加者は約50名であ
りましたが、本協会からは正副会長をはじめ那須支部が訓練に
参加しました。
　吉田県土整備部長から渡邉会長へ「活発な前線の影響で、本
日未明、宇都宮地方気象台から那須地域に大雨・洪水警報が発
令されました。これから断続的に激しい雨が予想されますの
で、『災害時の応急対策業務の実施に関する協定』に基づき、
調査パトロールを要請いたします」との電話連絡により訓練は
開始されました。
　水防情報伝達訓練は、一級河川余笹川、稲沢睦橋水位観測所
の水位が氾濫注意水位を超えたとの想定により、現地から「道
路河川等管理情報システム」に報告された情報を大田原土木事
務所、県土整備部河川課が確認しながら行われました。
　土砂災害情報伝達訓練では、那須町役場から、土砂災害警
戒区域「成沢地区」において土砂災害の前兆現象の通報が
あったとの想定により、県土整備部砂防水資源課、大田原土
木事務所、建設業協会那須支部（災害対策現地情報連絡員）

とで「道路河川等管理情報システム」により情報がやり取り
され、災害現場において那須支部がブルーシートによる浸食
防止措置を実施する訓練が行われました。
　橋梁流出等に伴う道路交通確保の訓練については、県道大田
原芦野線をパトロール中の那須支部会員が、寺子橋が流失した
ことを「道路河川等管理情報システム」で報告し、これを大田
原土木事務所が確認し、自衛隊第12特科隊の宇都宮駐屯地にあ
る仮橋を架設する訓練が実施されました。
　なお、訓練には、秋田県、新潟県、長野県、山梨県、茨城県
の協会関係者が視察に訪れ、熱心に訓練状況を見学しました。

平成26年５月29日㈭、栃木県庁県土防災センターにおいて、栃木県（県土整備部・県民生活部・
県警）・国土交通省関東地方整備局（宇都宮国道事務所・日光砂防事務所）・防衛省（陸上自衛隊
第12特科隊・自衛隊栃木地方協力本部）・一般社団法人栃木県建設業協会の５機関による合同情報
伝達訓練が実施されました。

栃木県庁での那須の水害を想定した合同情報伝達訓練実施の様子


